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雨の少ない夏、初日にわざわざ降っ
てくれたまし疋、短パンツにはき替え
て、川を渡り、サイト入り。これによ
って短い期間のキャンプが充実して始
まつ疋。でも、雨の設営は大変だ。

rrお
毎晩、班長会議は遅くまで続いた。

手前にいる上班、隊付もご苦労さん。

－・
山から湧き出る水場。この水は生で

飲まないようにと注意はしてあったが・・・。
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このテントのみすぼらしさは、 なん
と言おうか、 一応サイ トの狭さからと

言うことにしとこ。

大雨で川の増水で一番危うかったの
は隊本部。

2日目午後の隊集会。午前中の班集
会の成果が出たでしょうか？

隊集会の優秀班は「蹴班」
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道に迷ったハイキングのおかげで21:10 
より始まった大営火。疲れも見せず、中
村リーダーの進行で隊付も頑張る。

園面轟
ともかくハイキングの優秀班は「鷲班Jに。

力ブ隊長につれられて、熊スカウト
2名（中Jll君、北野君）とBS入隊見
学の平田君。 が朝礼から参加。この日
のハイキングがどうなるかは、この時
点で知るよしもない。

なごりはっきねど…。ようやく最後の
晩も終わりに近づいた。みんなからは、
『3泊4日とは、思えないねえ、1週
間ぐらいここにいるようで』

l丹、
一ーι，ベーて

4日目当番班は野牛班。当番班心得
を読み上げています。

撤営「やっとかえれるJ

表彰 覧

第 1日目の優秀班は「野牛班J

第2日目の優秀班は「自民班」

隊集会の優秀班は「，鯖班」

第3日目の優秀班は「鷲班」

／＼イキングの優秀班は「鷲班」

総合優秀班は「野牛班」

個人優秀賞は鯨班の「月里達也君J
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民J’
~帯主，． 
早いのが…。の鷲班。班長・次長川を渡る。

イチ )1::.. £1 F信

J/b 48ζMうrt:V' 刈 ~7rヲ仔；昂℃ヲ13-s It失
の ベィ； 7 ・j/＼＂ 搾~~争絞め'1 t'-. 0 イえ／＼＿じて手、s.s司

℃して三勺有γ／10八ゲ加 Lf--...._Jf，円，ダよフ千く
1k'すfと払 し＼がlえた同へλかマポ1色対うさ杓六。
'B，δf求、の的 lよ、がす？広い凶な乃といク）でいで

いっ ／；｝.＇ぃ t--...::;;t~ けれとt 、二り J：自チ3の "11司、
ζ＂f1J－（’IJし八、乙、V'かといヲよともjljうさ内八u

8" ft fJ Bん Mgヲ点？で‘ir ~＼ r '-1fX. 7八三とか

」く、7かめbf ,ffJめペトプー， J 乙C(.§..込iし久、

制 >J＂－－－ ム（伺へ十骨吸｝－よ杓－－rぷ、乏Aレ1劫＼ 

ラ列~1る引h と‘η 久＇'11 グ乎係と.!fifl才1~
弘ウρ＼仰の身をとヲ1~＇／うご列~ 0 弘氏；

按イ欠のλβケトの身回クで；J、IJ/J'!l.. /J、Jの吠
7 － アLヲメ€－ j'IQ¥¥A A]//' 7 f, J.. 7 ／~凡フ，ぬ の
Jf3 3ど 4夕、S%¥T.句が いみ丹毛－；； tr,; J＂タ5.）、fl1._＂ぷ 、

g、5 所く生三)l~， ... ハイ↑コク”ヤ逆 I ＼＿~ぎクハ 7ログ
－／；＼＂＇＂処い 久 ，ミれぺょっTJ-J＇’（己、 jJ' .）ダ
乞乙（＿fl.._'"'fJ ；－：，＿＿みめさ.tr マ LJ-7/\ 9 ぶ~＇－を門司グ

l伊しも乙人久M さいちょ人＿／＼.Jライフさ均八勺付。ムヲナ

；え仁失効 （j:,手＇lく《ず、入ヲd1fクナ、イ夫ぷ；

｜外7ゑぐトスミl幻色く7tに・マタヒ怠7てば歩く九百骨
付紙わ，＼ Lょうれいそが苛‘f夫／二広タ〈山諮で／よなiJ;
tfC川 ＂（／1匂f1.、芋V¥'iと？tミミとt11知1r/7 '" 
ドJ.. 1if!J Iく いかL （~き久いとK::.j ，コβ'1\久ぢν二



}f05 ~ ;t＜・ーベ下ゑ又季 ヰャン70の尽也

下ゑイj 八木立た

今回 、 矛万納て？者二守ャ ン 7 ~ I：＿.下派イオ 乙レ寸守ャ今 79

）~，..：参カ＼）しまし犬。今まてい疋； ）寸い九二ヰ好'lI J.. 刃＼布、つ~ラマ

いて、が、っか’j し -r ：. ょう令、負荷ち下し i~..... q l日目《判，内力、

棒、小、て）lI lJ'づ産：＿riv右カ・＼）l_ '), 3日国‘J¥1わグで主主ろl:-1J''1--.....，ゾ

して §lだ！志すご、いし改《てえそ3しJし1--.,0 :.., rlかう

jヰ、 J~ ＼）及川‘キャンブQiJ＼帆てい芝Fるよ勺 I－－.－か九1-1",1.. ＼＇てたいて‘サ．

B S隊長の名誉？の傷跡。

お母さん方にお世話になった配給品
の班毎の仕分け。

調昧料は小瓶等に小分けしたが、 他
の購入品も含め多いものや使わなかっ
たものなどあり、再検討を要す。

クに々に委主主力口してご

中村 三之助

8月 14 ' 1 5日の l泊2日だけの当日参加だけで、今のサンパチのことを何かともの

申すのは余りにもおこがましいこ とであることは分かつておりますが、ご容赦T!'iき、 必：干

感想を述べさせていただきます。

まずは、自分自身久々の隊キャンプということで何か新鮮な、ウキウキ した気持ちで参

加でき、うれ しく思っ ております。キャ ンプ地と しては決して良い所とは言えませんが、

3泊4日という短期間では静原という近くでせざるをえなかった事情は仕方なかったと思

います。本来ボーイのキャンプは、 5泊以上でないと実 り多いスカウ トキャンプはできな

いものと思っております。

参加中のプログラムでは、パイオニアリング、夜間ゲーム、 ハイキング、営火が行われ

ました。それらの中で、全体に感じたことは、事前準備 （打合わせ、物品など）が不十分

だった為、ゴテにまわってしまったことが残念に思います。せっかくいいプログラムを立

案しときながら、スタッフ間の共通理解が不十分なまま実施し、結果参加スカウトに迷惑

をかけて しまうというこ とはあってはいけない事であろう。もっと一人ひとりが自分の与

えられた責務を責任をもって果たすと いうシビア ーな自覚と隊の気風が必要なのではない

かと感じました。和気あいあいというムー ドは昔からのサンパチの特徴であり良い面であ

ったと思いますが、やるときは ピシッときめる！と いうところも特徴であったと思います。

昨今、ボーイスカウト教育が再度見直されてきている中、一人ひとりがもっと自信をも

って今自分が取り組む事は何かをはっきりと定め、スカウ 卜活動に遁進 してしゅ、れること

を期待し、 共にはげんで行きたいと思います。



三－？？／予定石／$奇今場，〆j号

先発隊よりの前日、 8月13日、 16日の参加で、特に裏方参加で有りましたが、

「そなえよ、つねに」とし、う標語をスカウト諸君、私も含めどこかに置き忘れてし

まっていたのではないで・しょうか、大自然での数日間に至る、野外生活を行うときの

準備、隊キャンプを終わってからの反省がつぎのステップと成ることを期待します。

隊、班活動を出来るかぎり野外で行い自然の泣いたり、笑たり、怒たりすることに、

より多く接する事でスカウティングがより楽しくなるのではないで・しょうか、経験を

越えられる乗り物は、自然界には、無いように思います。

又、今回特に感じたのは、どの班かわからなかったが、パ トロールシステムをどこ

かに忘れて来ているのかなと思えたりする時があった。これも常の班、隊集会の積み

重ねによるものであるから。集会には出来るかぎり参加し、スカウトどうしのコ ミι

ケーシ ョンを数多く取れる努力を考えよう！

キャンブ場での支援者一覧
（敬称略）

吉田浩規、角井輝信、八木生次、

高橋宏樹、丹羽雅義、中村三之助、

入矢徹雄、今井喜明、末吉敦周、

末吉千鶴子、榎本信也、松野保一、

下坂団委員長、丹羽副団委員長、

末吉央伯

, 
d・・、

いつもなら翌日に行なう備品整理を
続けて行なった。気力1抜けないうちで
約1時間半で終了。全員が参加できて
これもまたよし、との結果となった。

隊キャンブを支援して。 末吉央伯SSL 

B S隊長が交通事故でけがをしてしまったという事態が発生して3カ月、 7月の末によ

うやく退院、経過は良好という事とは喜ばしいし、隊キャンプに参加できるというのも嬉

しいことであった。しかし退院したてで準備不足、上班 ・隊付は3NVシニア一大会で打

ち合わせ不足と、気の毒な状態で進められたことは、様々な影響を及lましたが、反省 ・評

価は今後に期待で‘きるものとなったことを、 まずもって喜びたいところである。

私自身も期間中、お盆と重なって、準備と先発、後半の15・16日だけキャンプ場に出向

いた。久々の隊キャンプで、年代感覚のギャッブと言おうか、期待はずれと言おうか、進

化は期待してはいなかったが、後退している感をうけたのは、私を含めた年輩リーダー達

で‘あったようである。といって今のスカウトが駄目だと言っているのではない。とにかく

何事においても、知らなさすぎるのである。知らないことをやってみろとは言うに言えな

いからねえ。

ボーイスカウトの創始者 「べーデン・パウ工jレ」 （略して巳－P）は、『新米 （テンダー・

フットという）はキャンプで不便さをこぼす』と述べ、創意と工夫が次第しだいに身に付

いて、ベテランキャンパーとなって行く過程を、8-Pはス力ウテインクの活動の中に組

み入れたのである。でも今のスカウトは、不便さをこぼすということより、不便さを喜び

はしないが一面楽しんでいるようにも見受けられる。夜遅くまで起きていたりして、朝食

が出来なかったり、 お菓子類を隠し持って行くことに楽しみを見つけたり、ウォークマン

などにこだわったたり、今回のテーマ 「森とともにJはどこにいったんだろう。みんなと

いるのは楽しいが、森の中はいやだ。とみんなの本音を感じたのである。

これはなぜだろうと考えると、わずか3カ月ぼどではあるけれど、隊長代理を引き受け

て感じたことは、一つに、何事も受身の状態の事があまりに多く見受けられたというとこ

ろである。積極的なものはあるか？塾？クラブ？でもそれは、 サボるとキツー怒られるか

らではないのか？班集会の欠席でも、理由は塾やクラブ活動力〈「葵の御紋」のようにまか

り通る。もちろん今までが思い立ったかのように、班長から2日ほど前の夜に電話連絡で

班集会が案内されることが原因でもあった。そこで言十画性を損なっていると、隊の機関誌

を復活し、次の月の班集会の予定一覧をつけて、計画することの必要性や、責任感を呼び

起こそうと試みたが、短期間では成果も期待薄というもの、 受身の状態は家庭環境にもあ

るようで、やすやすとは変わってはくれないものである。

もし、ロープ結びが出来て、野外料理が上手で、一人でテントが建てられ、 読図が好き

で、簡易測量なども出来て、草木の名前をたくさん知っていて、 鳥の鳴き声がわかるなど

スカウト技能力1身に付いていると、まずキャンプすることに困らないだろう。でも本当の

キャンピンク1は、さらに創意と工夫が加わって初めて本物となるのである。そのためには

観察する力、サプ・テーマの『鵜の目・鷹の目・狸の目』がいるのである。今のところサン

パチには本物のキャンピンクはないと思う。 完成するには少々時聞がかかるとも思う。

あきらめないで築き上げて欲しいと願う今日このごろである。 ぴ。
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主イ復

－主管

－責イ王者

本宅？

－ メT／ニテーマ
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~＇郡完三十ハ白ボレ寸隊q長 下セ友直司

隊長 下t及亙司（絞賓徒然十、f鈎タ生〉

副長 末ち則白．告）＃境保、ゆ利三ゆか（炊事）

上程 伊 務 良ゑ （スカウト糸長持行易企晶1皐惨）
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時刻｜ 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 
ロロ 40 OD 3045 OD 15 30 00 Jo 45 OD DO 00 30 00 30 DO 3口 口口 30 OD 

第 先発 撲出 静徒 関昼ォ設 設 前プログラム 国 プログラム 涯就消

1 0水場整備 恰町原歩 村伊営 が ① 旗タ ② 主~議主~ え
日 O本部サイト設営 柳校移 式当食 lこ 以 降 I t 漫灯

8月 O国旗掲 揚 柱 設 置 臥 10:<eo 前 動 ／ ＼ 首 つ 納 i 旬レ、
13日 Oトイレ掃除 羽一的補一着（約 2kmlJiffi い 営 」〆j

（木） 誌ノミス発 ~＇ E て 食
128特2日トう？っ御M トラック荷下ろし由 ' ) 

担 SM 上 八出角 角 SM 上 隊進歩記録 SM 自己上 上 上八出 啄
当 上侍古［帳を預る 給

備岩 昼食＝熔根「「弁当」j 献立＝Iスカウト活力煮J

時t!I 6 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 
DO 0口 30 DO 00 30 口口 口0 00 30 00 00 00 3口 D0 

第起洗炊 点講朝 1 プログラム③ 昼 プログラム④ 国タ プログラム⑤狂説消

2 h 午 旗 ムヘh ＿，’＇S! 長メZ議三三、' 日 床面事 検 評 礼 豹 食 、 降食 ・1(' "' ., ,, b 寝灯
8月番り 陸ド？人 納 リ
14日 目I ;t¥, ・IJ 

（金） 立つ l. ユ、
高／

担配 上八配 上八 配 上 出啄
当絵 事告 絵

備ヲ争 献立＝「スカウト定食 IJ 献立ロ「炊込ζ飯」 献立＝「スカウトシチュウ」

時書ii 6 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 
DO 00 30 0口 口口 口O OD 0030  0口 00 00 30 口口

第起洗炊 点講朝 1 プログラム⑥ の IQ:>t宮九 プログラム⑦ 国タ プログラム⑧ 証就消

3 h 旗 長~言皇ス~ 日床面事検評 礼 豹 ハイキング 降食 寝灯
8月百7 @ 1 0 ・s-o '!','¥ 納 v 
15日 射 c s上進スカウト 5名受け入れ
（土） 引 プログラム⑥⑦⑧参加 。Ii、ο＼ 'Iン

員〉 （＃当・ 7k筒持参事諸1 ) 
担配 敦隊 配上ニ隊~
当絵士 事岳 フt

備走 恩献立合外＝「スも枚カウ〈 ト定食E」 昼食＝「弁当J 献立＝「弥栄晩餐J

時刻 6 8 9 10 11 12 13 )4 15 I¥ 16 羽 17 I 18 19 20 21 22 23 
OD 00 30 00 00 O口 30 00 )1 oo Iぃ 口口 I 口D 00 00 OD 

第起洗炊 点講朝入 プログラム⑨ 昼 撤 閉帰 長備工 翌
4 h 村 休品j ／ィ 17
日床面事 検 評 礼 的 食 式徒路 寺整＿， ＿）し日
8月 む 宮 歩着理一三ιl反
16日耐 移（省

（日）釣 動一会
め トラ y ク稽み込み トラ y ク荷下ろし （ 

担当配給 太隊 給配

備う壬 献立＝「スカウトおきて汁」



｜南犬 τ7;f9f－来斗＝函古語云三量l（班員数日人分） 大印＝後日分も含む

南天 立 表 安 材料については、次に使う分も配給され

ているものもあるので、よく確認する。ボーイスカウト京都第 38図。 92夏キャンプ静原

車司 重量 主茎 壬主主 57 壬主主

献立名 弁 当 スカウト活力煮

調理時間 1時間

安調理時間とは ①肉じゃが

8月13日 副食の調理に要する大 持参「弁当」 ②ごまあえ

（木） 本の目安としての時間。 先発分「ホカ弁」購入 ③ワカメの酢の物

火起、炊飯、後片付の （お茶） ④香のもの

時間は含まれていない。 ⑤お茶

献立名 スカウト定食 I 炊き込みご飯 スカウトシチュウ

調理時間 1時間 3 0分 1時間

①味噌汁（豆腐） ①しめじご飯 ①クリームシチュウ

8月14日 ②丸干し ②白湯スープ ②フルーツサラダ

（金） ③卵焼き ③キュウリの酢の物 ③ソテー（サンド豆）

④香のもの ④香のもの ④香のもの

⑤牛乳 ⑤お茶 ⑤お茶

献立名 スカウト定食E 弁 当 （09:30までに） 弥栄晩餐

調理時間 1時間 3 0分 1時間30分

①昧噌汁（ワカメ） ①おにぎり ①鮭のホイノレ焼き

8月15日 ②みりん干し ②牛肉のうま煮缶詰 ②ボイノレソ←セージ

（土） ③納豆 ③味付け海苔 ③コーンスープ

④香のもの ④梅干し・塩昆布 ④野菜サラダ

⑤牛乳 ⑤お茶 ⑤フルーツ

献立名 スカウトおきてY十 オープンサンド

調理時間 1時間 別支給

①薩摩汁 ①スライスハム

8月16日 ②土佐あえサラダ ②トマトサラダ

（日） ③工夫妙め ③スライスチーズ

④創意酢の物 ④ジャム・マーガりン

⑤香のもの ⑤牛乳⑥食パン
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口一山給配円
口日

肉

1

牛

第刊

シャガイモ

玉葱

人参

糸こんにゃく大

ほうれん草

すり胡麻

生ワカメ

しらす干し

たくあん

1 5 kg 女

2 kg 大

1 kg 女

1袋

3把

5 0 g 

1袋（300g ）大

1袋 (lOOg)

2本大

第2日目朝配給品（ 06:00)

豆腐 1丁

万能ネギ 1把 貴

えのき茸 1袋

鰯の丸干し 1 2匹

鶏卵 1 2個 大

牛ューちゃん漬け 1袋

牛乳（常温保存型） 1 3 If州 大

第 2日目昼配給品（ 11:00)

しめじ

泊あげ

白菜

生νイ茸

牛ュウリ

1パック

1枚

1/8個

3個

3本

1袋里子沢菜漬け * 

第 2日目タ配給品（ 16:00)

豚肉 2 4 0 g 

クリームシチューの素l.5箱（ 6人前）

サンド立 2ノマ y ク

パナナ 本

個

袋

内外
υ

1

i

1

よ
* 

リンゴ・レタス各

花らっきょう

第3日目朝配給品（ 06:00)

アジのみりん干し 3枚

納豆小パック 3個

牛肉のうま煮 2缶 ( 2 5 0 g) 

味付け海苔 1 2袋

梅干し 1 2個

塩昆布 6 0 g 

第 3白目タ配給品（ 16:00)

生鮭 6切れ

ボイル用ソーセージ 12本

牛ャベツ 1/4個

マヨネーズ小 1本

レモン 11困

バター 1/8f Yトd

コーン缶詰め 1缶

キュウリ・トマト 各 3

第4日目朝配給品（ 06:00)

豚肉 1 2 0 g 

薩摩芋 3本

花鰹パック 3袋

第4日目昼配給品（ 11:00)

ハム（真空If円） 1袋 子～百円小6個

トマト 3個 牛乳 6 1!11 

1ヨイu-x l袋 食パン 24切れ

苔ジャム 小 l瓶



南犬 三Z 雲幸三 戸ヨ I ボーイスカウト京都第 38団 南犬 玉主 雲幸三 Fヨ II ボーイスカウト京都第38団

可o. 6人前材料 1人前目安 調味料 調理具 備考 。 6人前材料 1人前巨安 調味料 調理具 イ蒲 考

スカウト活力煮 肉300g人参300g 50 g ダシの素 次も使う スカウト定食E IT 生ワカメ 1/3袋 1/18袋 夕、〉／の素 大鍋 置り 9ftl~自う

調理時間 1時間 ~ ジャガイモ600g 100 g みりん 大鍋 調理時間 1時間 玉葱 300 g 50 g 床噌1(4袋
玉葱 600 g 100 g 醤油 嶋崎i自E t2: 7'J申みりん干し3枚 1/2枚 生の枝 あよJる

①肉じゃが 糸川：ゃく（太） 1袋 1/6袋 砂糖 ①昧噌汁（ワカメ） 納豆1oog1fiっ3個 1/2個 醤油

② ζまあえ ：： ほうれん草 2把 1/311" 塩 小鍋 品T週2'~＼ 1ょう（： ②みりん干し m 鶏卵 3個 1/2個 ボ←ノレ

③ワカメの酢の物 すり胡麻 50g Sg 醤油 ③納豆 万能ネギ 1/3把 1/18把 置り9ftl~匝う

④香のもの ~ 7カ:!1/3 、 ~sす干し1/2 1/18, 1/6 酢・砂糖 ボ ノレ 次も使う ④香のもの ~ たくあん 1/2本 1/12本

⑤お茶 '.4' たくあん 1/2本 1/12本 皿 残り後日 ⑤牛乳 宣 200ccBパック lll刊 常温保存型

スカウト定食 I 旦 腐 1丁 1/6丁 ダシの素 次も使う 弁 当 おにぎり 酢 大鍋 献よれて~＜

調理時間 1時間 主 万能ネギ 1/2把 1/12把 床噌1/4袋 大鍋 次も使う 調理時間 3 0分 IT （各自の米） （各自の米） 塩 サラン （帥防止）

えのき茸 1/2袋 1/12袋 残り後日 ラッ 7° 5cc/5合

①味噌汁（豆腐） :2: 鰯の丸干し12匹 2匹 竹の棒 あ」ζる ①おにぎり t2: 牛肉のうま煮2缶 1/3缶 携行

②丸干し ~ 鶏卵 6個 1個 塩 JjイIf} ②塩鮭 ~ 味付け海苔12袋 2袋 サ7'/7ヴ7'

③玉子焼き 生ワカメ少々 残り後日 ③昧付け海苔 t± 梅干し12個 2個 に包んで

④香のもの ~ キューちゃA漬け1袋 1/6袋 皿 ④梅干し・塩昆布 塩昆布 60g 10 g にぎる

⑤牛乳 ⑤ 200cc 6パック 1111ワ 時温保存型 ⑤お茶 宣お茶（当初支給品） 水筒

炊き込みご飯 しめじ 1パァク 1/6111ヲ ダνの素 朝食昔、UJbて 弥栄晩餐 IT 生鮭6切れ 1oog 塩・］ショウ ホイノレ 包んで焼く

調理時間 1時間 工油揚げ 1枚 1/6枚 醤泊 大鍋 ~~り札て詰〈固 t 調理時間 1時間30分 litil国 lfa個 告1/61~ ハ？ー1/8P 佳の下に敷

人 参 180g 30 g 塩 <c却し杭取る ①鮭のホイノレ焼き t2: ソーセージ 12車 2本 塩・］ショウ 小鍋 ゆでる

①しめじご飯 品（ 白 菜 1/8個 1/48個 コンソメ 小車両 薄切り ②ボイノレソーセージ キャベツ1/4個 1/161目 子j:f.」I’ 千切り

②白湯スープ 生しい茸 3個 1/2個 塩・コソョウ 細切り ③コーンスープ ~ コーン缶詰め1缶 1/6缶 塩 中鍋

③牛ュウリの酢の物 品（ キュウリ 3本 1/2本 境 ・ 酢 塩もみ ④野菜サラダ コンソメスープ素

④香のもの しらす干し1/2袋 1/6袋 砂糖 ボーノレ 水洗い ⑤お土産？ t± キ1ウリ2車 ト子ト21固 1/3、1/3 塩 ボーノレ

⑤お茶 '.4' 野沢菜漬け1/2袋 1/12袋 皿 残り後日 レタス 1/3 1/20 子:J:f.」1

スカウトシチュウ 豚肉 240g 40 g 塩・コショウ 最初（：献納る スカウトおきて汁 残った材料で工夫

調理時間 1時間 C~lf\1t ・E聖書 600 g 各100g シtiウ由主 大鍋 調理特間 1時間 ワ

工人 参 300g 50 g コンソメ ペゆ、〉 豚肉120g 20 g 味噌

①クリームシチュウ 牛乳200cc1パック 1/611刊 怜温保存型 ①薩摩汁 薩摩芋 3本 1/2本 ダシの素 ？ 残すは

②ソテー（サンド豆〕 引4汗1ウ慌 6人前 1人前 ( 7 Jlljjlllヲ） ②土佐あえサラダ ~ 花鰹ノマック 3袋 1/2袋 醤油 感謝のみ

③フルーツサラタ 品（ サンド豆 2パック 1/311門 サラダ油 〕うイ111 す1c即!'J~ ③工夫妙め ra つ サラダ油

④香のもの ~ 1ltts卒、 ＇）｝］＇・v9J1間 耐1/6 酢・サラゲ』 ボール ④創意の酢の物 ~ ？ 酢

⑤お茶 '.4' 花ラッヰョ 1袋 1/6袋 血 ⑤香のもの Ql里子沢菜漬け1/2袋 1/12袋
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~吾妻ーにヲ主主来合占己目｜ 第 1日目支給品（設営の資材配給時）

調味料等消耗品

昧日曾lkg、塩150g、酢300cc、サラダ油300cc、醤油150cc、パタ－ 50g、本だし 4袋、

コンソメ（小） 1箱、 コショウ（1J1）昧の素1袋、 7ヨネーズ（1J1)1本、砂糖 1旬、

ほうじ茶ノ、ッグ24袋、イ）J9）ト劫uJJF(1J1）、クリープ（小）、紅茶'Ti寸11Q"10袋、

百万げ1箱、 7ル~;j;{J~l箱、台所洗剤（無りん)1本、ホーミング1本、蚊取り線香ノト 1 箱、
亀の子タワシ1個、対＂； γタワシ2種、 ビニール袋10枚、ゴミ袋10枚、水切り用10枚

ティシュベ パー1箱、ノート

支給する隊備品

ポリパケツ2、ポリタンク（101X)2、ザノレ大1小1、洗面器1、

万能ノコギリ 1、小型スコップ1、十字鍬（h'J＝仰のこと）、1、コンパネ（3×6)1枚

班用

竹太Z 細 5 （事前配給分）

班の荷物 コンテナ大2 小 1 テント（鷲・野牛＝ 10人用各 I，鯨＝ 6人用 2) 

隊本部用

殺虫剤 1本（428.一）、消臭剤 1本（475.－）、トイレットベーパー12個（490. ）、

荷造り用ロープ 1巻（1140.－）、発泡スチロールの箱5個、

訓練資材＝一味（7 5. ）、七昧（75.－）、からし（9 8.一）、わさび（9 8. ）、

縛材9本（ 2 m×6、1.5m×3）、

板（15cm×60cm、早カゴ用） 3枚

8/  l 1 泊多工EJtl乏

l7'G据主しち宣告台占Z 目一ーキ戸号買蓋ム入、王量i

ボーイスカウト京都第 38回’ 92夏キャンプ静原

ロじロゴ 目 （調味料等消耗品） 購入量 備 考 単価 小計 済

1味噌lkg（パック入） 4 kg 各班 1パック 自398 1592 。
2塩150g 800 g 小瓶に分ける 135 。
3 ll'F150cc 0. 9 ¥7. 小瓶iこ分ける 388 。
4サラダ油200cc 0' 71；；× 2 小瓶に分ける 結より
5醤油150cc 1 ix 小瓶lこ分ける 288 。＼ノ

6パタ－ 50g 200 g 小瓶に分ける 288 。
7本だし 4袋 3g15l.li,11宇宙 各班4袋 358 。
8コンソメ (7j臥） 1箱 4箱 各班 1籍 自108 432 。
日］ショヴczog,¥)l瓶 4瓶 各班 1瓶 自158 632 。
10 昧の素（6 0 g) 1袋 4袋 各班 1袋 自140 560 。/ 
11 マヨネズ（soog)1本 4本 各班 1本 自223 892 。
12 砂糖 1kg 4 kg 各班 1kg 1袋（空缶入） 自198 792 。y 

13 ほうじ茶Tイ」iiげ24袋入 1箱 4箱 各班 1箱 @280 1120 。
14 イ）19）卜T加珠（50g)l瓶 4瓶 各班 1瓶 自318 1272 。
15 クリープ（85g)l瓶 4瓶 各班 1瓶 自238 952 。
16 紅茶'fJ-li'lゲ10袋 50袋 各班10袋 398 。
17 サヲ〉うッ11籍（20m) 4箱 各班 1箱 J¥t氏より
18 71~リイ！し1箱（8m) 4箱 各班 l箱 自165 660 。
19 台所洗剤（無りん） 1本 4本 各班 1本 @175 700 。
20 ホ ミング1本 4本 各班 l本 @90 360 。
21 蚊取り線香10巻 小4箱 各班 1箱 @295 1180 。
22 亀の子タワシ 1 ｛国 各班 1個 @180 720 。
23 ;¥f wタワシ2種 計 8個 各班計2個 申130 1040 。
24 ゴミ袋10枚入 4袋 各班10枚入 1袋 @130 520 。
25 ビニール袋10枚、 計50枚 各班10枚 90 。
26 水切り用ビニ ノレ袋10枚 計40｛支 各班10枚 16 5 。
27 ノート 25冊 各自1冊（本部5冊） 下坂SM

28 ，，ふ1 守｝ 子 1絡 ~~包 有~＊） ofト ,-q ~ 。
口仁口才 日 （支給する隊備品） 購入量 鷲 自鹿 野牛 本部

29 水しゃく 4本 No. 1 No.2 No.3 No.4 <iJ j.fo [400 

30 ポリノマケツ2 8個 1・2 3・4 5・6 7・8 自 198 792 。
31 ポリタンク 2 8 ｛回 1・2 3・4 5・6 7・8 @ 980 7840 。
33 ザノレ大1小1 計 8ii国 No.1 No.2 No.3 No.4 十＠7002800 。
34 洗面器1 4個 No.1 No.2 No.3 No.4 470 1880 。
35 替刃式折込ノコギリ 4本 No.1 No.2 No.3 No.4 @1950 7800 。
36 小型スコップ 4個 陶 1 No.2 No.3 No.4 申 9803920 。
37 十字鍬（＇／ 1IJ'J" 'Jiウ） 4本 No.1 日仏2 No.3 No.4 自300012000 。
38 コンノマネ（3X6)1枚 4枚 No.1 No.2 No.3 No.4 自18757500 。
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由左三主主主来斗 α〉酉己来合王霊｜（班員数6人分目安） 女印＝後日分も含む

先発の食糧（ 1 2日夕、 13日朝）

先発の 13日昼食（ホカ弁等）

第 1日目配給品（ 16:00)

牛肉 3 0 0 g 

ジャガイモ 1 . 5 kg ヲk

玉葱 2 kg ヲ崎

人参 1 kg ヲh

糸こんにゃく大 1袋 l

ほうれん草 3把

すり胡麻 5 0 g 

生ワカメ 1袋（300g ）女

しらす干し 1袋 (lOOg)

たくあん 2本 ヲk

第2日日朝配給品（ 06:00)

豆腐 I丁

万能ネギ l把 宮崎

えのき茸 l袋

鰯の丸干し 1 2匹

鶏卵 1 2個 宮崎

牛ューちゃん｝責け l袋

牛乳（常温保存型） 1 3 111。* 
第2日日昼配給品（ 11 00) 

しめじ 1パ y ク

油あげ 1枚

白菜 1 /8個

生シイ茸

キュウリ

野沢菜漬け

個

本

袋

q

υ

n

O

1ム * 

第2日目タ配給品（ 16:00)

豚肉 2 4 0 g 

クリームシチューの素1.5箱（ 6人前）

鷲班 続班里子牛班本部 合 計 サンド旦 2パ y ク

パナナ 3本

リンゴ 1個

レタス 1個 * 花らっきょう 1袋

第 3日日朝配給品（ 06:00)

アジのみりん干し 3枚

納豆小パック 3個

牛肉のうま煮 2缶 ( 2 5 0 g) 

味付け海苔 1 2袋

梅干し 1 2 i国

塩昆布 6 0 g 

第 3日目タ配給品（ 16:00)

生鮭 6切れ

6人 7人 7人 6人 2 6人分

3 0 0 3 5 0 ×2 1 5 0 0 g 

1 5 1 . 7 5 以下同じ 6 5 lg 

2 2. 3 8 6 lg 

1 1 1 7 4 3 lg 

1 4袋

3 3 5 1 3把

5 0 5 5 2 1 0 g 

1 4袋

1 4袋

2 8本

1 4丁

1 4 tl'O 

1 4袋

1 2 1 4 5 2匹

1 2 1 4 5 2個

1 4袋

1 3 1 5 5 6パック

1 4パック

1 4枚

1/8 1/2個

3 3 . 5 1 3個

3 3. 5 1 3本

1 4袋

ボイル用ソーセージ 12本

キャベツ 1/4個

7 ヨネーズ4、 l本

レモン 1個

パター 1/8f yド

コ ン缶詰め 1缶

キュウリ・トマト 各 3

第4日日朝配給品（ 06:00)

豚肉 1 2 0 g 

薩摩芋 3本

花鰹パック 3袋

第4日目昼配給品（ 11:00)

ハム（真空パック） 1袋

トマト 3個

スライスチーズ 1袋

菩ジャム 小 1瓶

マーガリン 小 6個

牛乳 6パソク

食パン 24切れ

2 4 0 2 8 0 1 0 4 0 g 

1 5 2 7 *11 
2 8ノマ y ク

3 3 5 1 3本

1 4個

1 4 i困
1 4袋

3 3 5 1 3枚

3 3 5 1 3個

2 2 8缶

1 2 1 4 5 2袋

1 2 1 4 5 2個

6 0 7 0 6 0 g 

6 7 2 6切れ

1 2 1 4 5 2本

1/4 1個

1 4本

1 4個

1/8 1/2ポンド

1 4缶

3 3 5 各13個

1 2 0 1 4 0 5 2 0 g 

3 3 5 1 3本

3 3 5 1 3袋

1 1 2 5袋

3 3 5 1 3個

1 1 2 5袋

1 1 4瓶

6 7 2 6個

6 7 2 6ノマック

2 4 2 8 8斤（12切）
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ノ＼ イ ヰニー ン ク守交長支主三之

「気功術」といって、からだに触れないで、気合いだけで人を後ろに倒したり、

前に引っ張り寄せたり、ガラスピンの中の風車を回すことが出来たり、身体の悪い

ところ治したりするころの出来る術があるのだが、その気功術のある先生によると、

ここ静原は、たいそう「気jの強い所なのだそうだ。

昨日より、行動指令によって明らかになったハイキングコースは、この「気」を

探査するために用意されたコースなのだ。静原の地が「気」の強いところであると

いう事の意味を探り出そうというものなのだ。

「気」とは、やる気、根気の気。元気、負けん気の気。気分が出る、気持ちが良

いの気だ。人間これがないと、人間らしく生きて行けない。そのために、気が抜け

る。気を落とす。気がない。と表している。また心配して、気になる。気を付けてG

という。しかしそれは見ることが出来ないものであるため、探査はたやすいもので

はない。「鵜の目、鷹の目、狸の目」 スカウトの観察能力が力となることは確かだ。

そこで君たちは、各班毎、それぞれに「気jの探査にかかるのだ。そして多く

の手掛りを収集し、 「気」の強さの解明に力を注いほしいのだ。

班の仲間は協力して、慎重かつ冷静な行動をとることを忘れてはならない。さも

なければ、この強い「気」のために進路を見つけることが出来なくなってしまうか

らだ。

さあ、以上の事を踏まえて出発するのだ。

諸君の豊かな探査報告を待っている。幸運を祈る。

1992.8.15君たちの隊長より。

ボーイスカウト京都第 38団夏季キャンプ’ 92静原

-$ CD 網司

とうとう開けてしまいましたね。君たちはこの地の「気」の強さに負けてしまっ

たのです。

しかし、もう一度だけこの「気」に打ち勝つ望みがあります。

それは来た道を引返して、ポイント③にいる本部員と出合い指示を受けるのです。

それも出来ないときはもと来た道を引返して（③→②→①） 15:50までに帰営する

ことを努力すれば、この「気」強い世界からの脱出が可能だということです。

くれぐれも、ポイント②の東側の谷を進もうとしてはいけません。この谷はさら

に「気」が強く、とうてい特閣内には帰営出来なくなるからです。

（本部員が下見の際、えらい目にあっていることだけは知らせておきます。）

さらばじゃ。幸運を祈る。

1992. 8.15 隊長より。
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ノ＼イヰ二一ンクゃ千子重力f旨4モr芸書

1 .まずハイキング基点（広場）が、 1/25000の地形図

「大原」 (NI-53-14-2-3）の 1km方眼の 6桁座標

(052, 041）になることをE空言君せよ。

2. ポイント①＝同じく座標（ 045' 042 ）三叉路

ポイント②＝ポイント①より方位角 2度， 直線距離 23 2 5 mの頂上

ポイント③＝同じく座標（ 046' 069 ）送電線下

ポイント④口同じく座標（ 055' 063 ）・ 60 4 

ポイント⑤＝同じく座標（ 059' 047 ）三叉路

ポイント⑥＝同じく座標（ 056' 045 ）三叉路

この各ポイントを地図上に示せ。

ポイント②③⑤⑥付近にて指示書を探し、その指示に従え。

3. ポイント①②、③ ⑤、⑤ ⑥の 各Z点間の高低差を求めよ。

4. この各点を順に通過し帰営するコースの距離読み、時間読みをせよ。

5. 帰営は15’20～15: 50の間にせよ。 （早くても遅くてもダメ）

6. 14:00までにポイント④を通過できないと判断した時は「命の綱」を開封し、その指

示に従え。しかし可能なかぎり開封しなくて済むように心がけよ。

7. 帰営後、直ちに報告書を作成し16: 3 0に提出せよ。

8. 以上の内、 1.2.3.4. の作業結果の承認を、前日に隊長から受け出発せよ 0

9. その他の行動は｜ハイキングのおきて」に従え。

以上。

ボーイスカウト京都第 38団夏季キャンプ’ 92静原

ノ＇－ -1 ニトニ，， 7 "  C D主5 き主一て

1 ハイキング中は、スカウトの名誉を保つよう行動する。

Z 人の力を頼りにせず、自己の最高のの能力、体力を発揮し

チ ム ワ クを図る。

3 常に事故防止に心がけ、行動の安全を図ること。

4 斑善行の機会を見つけること。

5 自分達の可能性を信じ、他の班との接触は避けること。

6 鋭い観察記録は、スカウトのハイ牛ングのまとめ。

「鷹の目」による、豊かな報告書の提出を期待している。
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E互主宣
多有 1 イ言

仁二コ班のここの到着時聞は （各班で記入）

ここは、静原エリアの最も高い場所である。

「気」が強いエリアであることを感じるだろう。

12+3, 6十2,13,3,l十12, 6+2, 3, 8十6, 6+9, l＋日，

1十2十3' 8十l, 1+3, 1+2（白）十 1。（課題 I)

① ・78 8の道擦をスケッチし、（課題 II) 

② 取り付けてある道案内の方向板の方位角を計れ。（課題ill)

ボーイスカウト京都第38回夏季キャンプ’ 92静原

匝三ζ量

多~ 2 イ言

仁7コ班のここの到着時聞は （各班で記入）

ここで、ハイヰングコースの半分を経過した。

さらに強い「気Jがあることを感じるだろう。

先ず、昼食をとれ。

その後、次の作業を行なったのち、再スタートの指示を受けよ。

① 強い「気」を感じる各自異なる木の葉を選んでプリントせよ。（課題IV)

② 河封の細長い紙に、 「気Jという言葉を使って、半分が過ぎたところでの自分

の気持ちを表した俳句または川柳をつくりいこの場所にいる本部員に渡せ。（課題V)
－－－｛）；＿~ ＂＂~－ぷふし、

仁二コ班のここの出発時聞は一一一一一。

ボーイスカウト京都第 38団夏季牛ャンプ’ 92静原

匝ヨE量
多~ 3 ｛言

仁二コ班のここの到着時間は亡三三三二二コ（各班で記入）

ここで、ハイキングコースの 80 %を経過した。

次の作業を行なったのち、仁二二工二二コにここに戻って再スタートの指示を受けよ。

① 南方・ 47 4に進み、さらに南の尾根を登って、見晴らしの良いところを選ん

で、南東方向を、ていねいにスケッチせよ。（課題VI)

仁二コ班のここの出発時間は」 ~ -0 
この先さらに強い「気」があることを感じるだろう。

ボーイスカウト京都第 38団夏季牛ャンプ’ 92静原

匝三ζ量
主有 4 f言

亡二ゴ班のここの到着時間は （各班で記入）

ここで、ハイキングコースの 97%を経過した。

次の作業を行なったのち、 15:20～15:50の間に帰営出来るよう再スター卜せよ。

① 同封の細長い紙に、 「気」という言葉を使って、”今の自分”の気持ちを表し

た俳句または川柳をつくり、帰営時に班でまとめて隊長に提出せよ。（課題四）

② 時間調整中に斑報告書（各自は感想分など）を作成せよ。（課題咽）

（帰営は15:20～15:50の聞にすること。早くても、遅くてもダメ）

仁二コ班のここの出発時間は 。
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ノ、イ ヰL ング、主采天主云受

No. 採 点、 項 目 基準点 鷲 班 ，幌五在 里子牛班 備 考 ボーイスカウト京都第 38団夏季牛ャンプ’ 92静原

1 1症 サ イ 卜事53里 5 

2 出 発 時 亥1 5 

ポイントの確認 5 日寺亥リ石室言忍

3 窄ポイントの高低差 5 

業 コースの距離読み 5 鷲 却f 続班 野牛f}l

コースの時間読み 5 里子営地出発時刻 ．． ． ． 

課題 I（暗号解読） 5 ポイント①通過 ．． ． 

課題 II（道標スケッチ） 5 ポイント② ．． ． ． 

書課題国（方向板方位角） 5 ポイント③到着 ．． 

課題N（木の葉プリント） 5 ポイント③出発 ．． 

4 課題V（俳句1) 5 ポイント⑤到着 ．． ． 

課 題VI（大原スケッチ） 5 ポイント⑤出発 ．． 

題 課題羽（俳句2) 5 帰営時刻 ．． 

課題咽（感想文） 5 所要時 間 ．． 

5 命 の 車両 会 20 

6 帰 営 時 亥Jj 1 0 

7 ハイ牛ング報 告書 1 0 

9 ス マ ー ト ネ ス 5 

10 自 然 愛 護 5 

11 ノlノ ノレ 遵 て｛丁 1 0 

12 班 呈ロ皇 千’丁一 5 

13 チーム ワーク 5 

ム仁1、 計 1 0 0 
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健康 安全 カ 一 ド
平成 年 月 日記入

印

就寝時間 午後 時 分頃 ねっき！ょ し、 ふつう わるい

寝 三口三ナ いう いわない 時々いう

撞 夜 歯 さ し り する しない 時々する

間 寝 便 する しない 時々する

眠 就寝中ねぼけ する しない 時々ある

起床時間 午前 時 分頃 ねおき｜ょ い ふつう わるい

昼寝 する しない 時々する ）時間程度

食 アレルギーを起こす食べ物 ない ある（

嫌 い な 食 ベ物 ない ある（

事 食 事 の 量 多い 普通 少ない

排 大使 毎日ある 不定 時間 朝 忌 タ 不定

便 便秘 する しない 時々する

日常の体温 大体 。c｜日常の脈拍 大体 回／分

健 乗り物酔い する しない 時々する（乗り物

かかりやすい病気 持病

康 保護者からの注意事項

医内叉、急、 住所 電話

連絡先 名称

かかりつけ 住所 電話

の 医 師 名称

保険証 種類 番号 （コピーも持参のこと）

血液製 ・A • B 。・A B型 RH  十 ・－

最近 1ヵ月 －非常に健康である。 －健康である。

の健康状態 －病気をした（病名 ）今、薬を飲んで・いる。－いない。

最近の健康診断（ 年 月）では・異常なし・異常あり（病名
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静尿

＼..）寺ーりFつゐ又

ヰ殿町年J＼同十三日｛不）ー十大白（日）

蒜怖左京平静布静艮町 静良＼l＼上ぅ九

「静足、つ宝 ¥I) 'i..外予ゥ森 J

；患者p需主寸~＂ ID ＂｛.多員会

本有？克三十ハ回ボ~， p券そキ幸？

方、右下気三十ハ白ボレ寸隊q長 下啄直司

隊長 下t及問（紙i王朗、制持〉

副長 末ち央伯ー角＃輝号、φ村三均力（炊事）

上司王 伊移良ゑ（スカウト流1吉行再企晶皇帝）

尚三付 出。ぅ毎ヰ‘ハ木立夫（郎総.rj寄色白星常）

「森じにもし三 J

「稔η白、底っ目．符η白J

j_吉央イ白 s.2.fネ副長も 441『 5:'.>03
刀マクvトぺトlし oウ5.8'.38'. 1515 

筒井輝itォマ7斗べ、］レ 06. 250. J幻？

2月l28年金之時 ／ゆλ長4本

包同138斗首） 9時 出町がP
宮町168土干後Sa寺3o分 ハウス長j木

方、毛~／ぐス

a 尚北海必



合設営にi期する注意事項

・ r,1!U~Jり吋てられたl),lji月に設？止すること。それ以外の場所にr.~：？；をしてはならない。

. ：~：~1r~·t•は、作約！日 (a;•JIJ位以外）・｛’1'1!蹴i （ヰヤツブ）・＇.•Wfーを必ず治JUすること。

.mサイトI勾のW:IMがlj り J［~ってもかまわないが、白木を切り倒したり，(l.iつけたりしないこと。

)DI司こロープペ~ill引などを巻き付付る似合は、必ず~frlJHtJ(などを巻いて立木を｛科在すること。

. :Gtなどの取り級いおよび（＇.！＇：；$；については、常に注意をすること。

大生活全般に関する注意事頁

. ｝－耳切IJ（立、あくまでもfll行動である。

フ前ロク’ラムを1；~に把怒し、 5分前集合を，1>Uf付る事。

・セレモニーおよびH}JUt:I旨ぬtあった場合以外は、制旺加を着用しないこと。

ただし、Jj[サイトを出る時は、チーフとキャッブを必ず諮問することe

・本記jサイトに；｛とるU｝は、入口で大きな戸で班名と名前を告If、銘記Jiあっτから中へ人ること。

凶出’エヰ杭：；！.， ~正 Ell 8: o 0に行なう。したがって、当番f)lO)j!l_当者は l7: 5 0 1こffi1J!l~」iEo/:；で、
上Eに1V,fl.t'J＇出来た事そ述絡し、民約を行なう。（抗｝郊については到 l干凶寺に行なう）

守弔問問；：J；立、!llf!ヨ宗主のために、きっちりとE酬をとるように心強けること。

f,j：料Jjj水位、常に、以サイトに保有してお〈ことe

V；：~‘え、記：＿.；n：：：：を it：めて若干'fr'_,M；寸るかJ立、去に応じて、政ておL引とのてf，，＇危令すること。

コミ（j:、阪で出末る「：Rり伝法日することめ

うよノト！？六、火をf必1iしては絶対にいけない。 (5:$！.とり綜己ベJロウソクなと）

Li己の'f；，＇、主と凶kli攻iこl立、十分に気をl.Eること。

。点、汗長-Jll当毛 F券長上司王代＼,( ~色：干右

~ft~ p~ 式ユ口 7＇、ラ h
¥ 

問日時｜刊斗年 8月 13白 木 附 ! I n!tバコ分

内容｜川
江
川

l
i
i
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日寄 rm 式次第 内容詳細 『 』内は司会者の言葉担当

oo:oo I全員集合 i上班 l①広場にU字削三に集合．②各班報告司上J:1I吋隊長

閉式の辞 ｜司会 I r只今から、担~34回京者限）38団ボーイスカウト隊克季キャンプ
Ii日所式をおこなう。』

然 ~i I 司会 ！①『全員、その場で脱沼・・・合掌・・・干ぱ芋』 ②『解いて…着1)宿』

図版掲揚 i隊付 ｜①『国血｛掲揚』→掲揚手2名ポール直下ベ走り寄り.ti;,t泳D準備。

<ill" ) I②『全員ポ－Jvtこ正面』 ③抱得手の準官協了の合図のf差、隊長が

( I Iネ）｜「あげ！」の合図→全員制L→国脚百頭につくと同時に敬礼

I I をおろす． ＠『元の位置へ』 →掲揚手は作業を完了し自席へ

)!li国歌斉唱 l隊 付 I r連盟主主斉唱』→ソンク’マスターは、そのtgで号’い始めるe

(1宇犠）｜ それにつづいて全員で斉低 2苔まで。

斗~~－；~－T－；；幅五ζ7一一一一一一一一
開会宣言を含む内容。 引き続いて、スタッフ紹介を行なう。

石
紹介さ'hたリ一ダ一は、U字議形の前に出て一言づっ挨拶をする。

ι－；ii-;;-~；I一五－－1－~説話戸店長平瓦J
→当1ma:iま隊長のI誌に整タも→当filf,lf:章。対歪与→当'tfif}lO）任務

をFlE:I忍1＞大きな芦で読？J1;,げる。 I 

ソング I 隊付 I fソング』 →ソンク’マスターはU手事ま耳三の前へ出てm1mをとり、 ｜ 

「京都のスカウトJI<!!!. o川歌い始める．それにつづいて全員で知日目。 I 

00:20 I m式 の 辞 I 司会 I rこれをもって、第3 回京司院38団ボーイスカウト隊

夏季キャンプ関所式を終わる．引き続き、設営に関する諸注意＠』

設営関連司巧2I I 設営に関する注意司巧1の説明を行なう。 〈別演参照）

設営宣言 ｜隊長 I r設営宣言』→ p~：去はU守材店2の前へ出て、訟営開始を宣言する。

oo:3o I ~7 Ille I I 闘機、上Jilは各班のJiilliに今後の街ミを与える。

E

1

1

 

←R 



式次第 担当 内容詳細 『 』内は司会者の言葉

官：4-0 全員蒋集合 上班 ①広渇（ポール前）にU宇拡形に集合．

②各Jill'報告司上J'JE司隊長

」一一

rm式の辞 司会 『只今から、キャンプ第2日日朝礼を行なう．』

一一一一
F人 ~SJ 、 司会 ①『全員、その場で脱悶・・・合掌・・・キぽ芋』 ②『解いて・・・着侭』

一一

回想［掲揚
当番 F.1£

①『図肢掲揚』→掲揚手2名ポール直下へ走り寄り、掲揚の準備．

②『全員ポーlレに正面』 ③お狩弓三の準備完了の合図の後、隊問，，

2名 「あげ！」の合図→全員敬礼→国即席調につくと同時に敬礼

をおろす。 ＠『元の位置へ』 →掲揚手は作業を完了し自席へ

一 一

ソング 隊付 『ソング』 →ソンク・マスターはU時制如前へ出て指揮をとり、

(I I本） ID;い始める．それにつづいて全員で斉唱。

隊長の話 隊長 f隊長のilii』

朝の言葉 <1￥恥 聞の言菜』→担当者は、U守閣初日立、短めのf却をする。

ソンク ~~： イオ 『ソングi →ソングマスターはU宇中華航D前へ出て出軍をとり、

(I＼木） ID:い始める。それにつづいて全員で河口E。

当 ;;rF,i交代 上 E互 r当Jil'FlEの交代を行なう。昨日の当番FllヤギュウJi!1本日の当番Fll
ワシF}E全員、前へ。 i →上.flfの前に雨脚f向かい合うように

割。→射し→昨日の盟船長『当番制賀川服。 !¥ 
？一言、法励の言葉を!li1り、本日の当番斑々長へ当番f.1£章を手渡す。｛

→本日の当番F.iE々 長「当番Fl£の任務」を仁志売。→敬干し→自席へ

l~l 式の訴 司会 fこれλをもって、キャンフ京12日日朝礼を終わる。・・・・今後d対旨：一

今後の指示 上班 解散後の指示を与える。

8:55 号豆 自士

l

i

l
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点検・諸評・朝礼プログラム

実施臼時 平成 4年 8月 I 't日 金問日 8時 00分～ 8符 55分

ドヨ 釘t『ゴ 各fi[サイトにて点検後、広場にて、昨日から今窃lにか付ての務評と籾千Lを行なう。

ねらい 一日の芯初なので、到寺ちを引き締めるべく、緊張感のあるmぷ劫セレモニーをねらう。

次第2日目

各班サイトにて

本日lま

出封Lていない班iについては、l仮.filに関わらず、f圭回しにする。

！《内容》

・認否名l立、{j；長の案内T吋イト内を巡回し、昨日から今朝までの

進歩した点・改きした点、について開きょ怒平をする。

また、今後のアドハイスも同時に行なうε

その旬、pJc長と上.fB:l;J:、恋報告書を回広し、記長の泣nt'テェックや

玉三員の訟E，なとをするe

8時 25分8時 00分【オ丈日 o:>去気ヰ食】

〉く

〉

各fli、7～ち分くらいで終える＠

〉

..g_ 

..g_ 

く

く

（上 FE) （隊長），広志：手（店長） ' F,~転告書回収・位反E者評・アドハイスさ？

Memorandum 

夜間 式次第 担当｜ 内容 ~·He 「 」内／ ;j:司会主O)g~

B勺q 全員集合 上 G 。広場［ごU守平間5に集会s （草Jl1山寺の位歪とは異なった士号所に）

②各I査報告司上.fjl-+ M'；長
一一一

I；日式の辞 司会 re下日から今朝にかけての託評を行なう。 1

E記 E干 副長 ①各班ごとに、昨日から今郭にかけての訪評をする。

②~諒：者は、キャンフ1151 日目の優秀征を隊長に報告。
→「以上の認な点を評価し、キャンフ涜1日回復秀躍をOOFllに

いたします．」 CTl roor:丑全員、前へ1

侵害な班表彰 隊長 佳秀］五主主の授与。

一一一一

弥栄三 o~ 司会 roo班、亙季キャンプ第1日目優秀班おめでとう 51'栄跡栄 5t気』

8:40 ち； n~ 上班 上班は、自；；Hi去直ちに、羽］礼の位置にて集合の創図を吹く。

とμ」



総合優秀
！日白

Z日目

俊秀殺

3日目 ： f’ 
斗目白： ( 1\1キ~－）＂）点的）

~2.臼白隊芦口（ヰ前、ヰf奴i盈）
夜I古）ケLLへ （イ以列王）計Zγ

最優柔jDλ
7ヒJ活火

担当悲し

（ 隊長）

（）  
( r子保）
（）  

( ，，木、）
（弘ロ）

( F券長）

（）  

領2日間 ！味？ロ ③ 
朝、G辱八間十四日（金） 場向 いま斗ヤゥ為周五L

ノう1t1..'' 司Eサγト
日寺町． A‘門町：00"'- P川0こ00

主参自殺 宮r時包町，，，1ミケユ久

からしl. ヰヤ＂＞J持？（.，巾もな叫勺C 司王乞予主主L主主セ3

ヌ、'11ff.勺すペワーフ向上と o-'J>ワづ、なピ試験努白勺,t~明



第2日白 ？キフロ⑤ 3名立自白 隊知⑤
卑見事今年g月i斗日 ’（盆〉 場向 ¥, ¥ -i汗ヤゥ森町立L ヰ$.f .!i干g月It白 （省） 場併 し｝ま為でつ森岡屯

R寺南 P、円／： 00 """ p，門 5:00 g寺南 p‘H I~~ 30 "" p、門 21:00 

主要目場、 午前中勺司王言I‘｜繰勺t~明？とベ
恥ちし1 スカウト達＼"t初収可3ゲ＇.！..1¥ずしゅ（＼.正予金l＇－平く

ピモミか 表買う‘ま7ミ T忌ピずをなず‘ドカ1宅安童向子t-ta

主安自殺 互応ヶ~／...... I~ f境rt)判ス

ねち ν｝



大第ろ日目点検・講評・朝礼フ。ロク守ラム

実施日時 平成 4年 8月 ｜ち日 i llU'日 s a吉00分～ 8府 55分

内 ＇.（～ ニT 各fl[サイトにで点検i去、広場にて、昨日から今朝にか11ての諸評と朝礼を行なう。

ねらい 一日の広初なので、気持ちを引き締めるべく、緊5ぬ悉のあるf16U'0セレモニーをねらう。

【オ丈臼 OJ五~1,主主主】

く 〉

-!]... 

く 〉

-!]... 

く 〉

各FE、7～ι分くらいで終える。

8 時 00分 8時 25分 各涯サイトにて

本日は、左記のI憾で点検を行なラ「。ただし、定刻になっても準伽f

出来ていない班については、阪容に関わらず、後回しにする。

《内容》

・誌E干名ーは、{7；長の案内Tサイト内を巡回し、昨日から今朝までの

近歩した点・改善した，夜、について防車、龍平をするe

また、今後のアドハイスも同時に行なうε

その＞r'u'H包長と上玉［I立、経緊告書を回収し、足長の佐原テェックや

定員の訟おなどをするe

（’包 ~I 5話[i：・アドハイス （店長） ' ！£緊告書回収・包皮 （隊長） ' ~拙：手 （上 FE) 

司会

Iii; !HJ i'、守M、白タヲ
｜担当｜ 内容詳紅 r i内／；！：司会主のき;f;

iO .,. DJ 1仁 メλ－，『＝耳、 Eコ 上 f;i ①広明ごU押さ形に集合。 （草耳f時の位置とは異なった士号所に）
②各I査報告吋上J'}[-+ ~·：長

’F一一一一一晶

mi：式の辞 司会 「昨日から今羽にかげての諮評を行なう。 l
一一一一一

U¥ E干 副長 ①各l'lfごとに、昨日から今朝にか11ての訪評をする。

~~再評者は、キャンブヨl1 日自の優秀班を隊長1：詑告。
→「ιι上のl1なJ点、を評価し、キャンフ涜1日目優究班を00斑lご

いたします．」 ③『OOE正全員、前へ1
一一 一 一

ill究班 表 f0 隊長 佳秀J'｝［貨の授与。

弥栄三目白 司会 roo段、夏季キャンプ＇!1)1日呂優秀班おめでとう肱栄弥栄弥朱』

8:40 ち干 nx 上 J:iE 上班は、自l'iixi垂直ちに、朝干しの位置にて集合の合図をPj;く。

式次第 担当 内容詳細 『 』内は司会者の言葉

'a: 4-0 会員蒋集合 上班 ①広Wi（ポール前〉にU判~.形に集合。
＠各Flf'報 告吋 上班 司隊 長

閉式の辞 司会 『只今から、キャンフヨrn日目窃i干しを行なう．』

""' 
a，山11 司会 ①『全員、そのWiで肋間・・・合掌・・・千日手』 ②『解いて・・・着侭』

国政掲揚
当番 F1£

①『図版掲箔』→掲揚手2名ポール直下へ走り寄り、掲揚の準備。

②『全員ポールに正面』 ①掲揚手の準備完了の合図の後、隊長が！

2名 「あげ1」の合図→全員敬礼→国胸、冒頭につくと同時に敬礼；

をおろす。 ＠『元の位置へ』→掲揚手は作業を完了し自席へ

ソンク’ 隊付 fソング』 →ソンク’マスターはU時隊形の前へ出て指揮をとり、 ｜ 

( I I本） 歌い始める。それにつづいて会計調。 ｜ 

隊長の話 隊長 f隊長の話』

開の言妥 <.m 0 ) 明の言菜1 →担当者は、U手前知前にて、短めの出雲をする。

ソング F玉付 fソング1 →ソンク．マスターはU手議形の前へ出てt討軍をとり、
(II~ミ） ; ;;At、始める。それにつづいて全員で売店。

当 ilir：：：：交代 上班 「当ii'fFlfの交代を行なう。昨日の当番J'lEヤギュウ班本日の当答Tjf

ヲシl'1l:全員、前へ。 1 →上.Flfの前に両斑が向かい合うように

登列。→敬干し→昨日の当窓瑳々長『当番班の｛壬務」針臨。

→一言、泣励の言葉を怒り、ヰt臼の当苔斑q長へ当番変章を手主主す。

→本日の当番J2E々 長『当番班の｛壬務」を良尼売。→敬礼→自席へ

r;,1式の辞 司会 fこれをもって、キャンフヨ~2 日目朝礼を終わる．・・・・今後〈乃花，J、』

今後の指示 上班 解目立f五d刃旨示を与える。

8:55 長干 百土

Memorandum 



z第斗日目点検・講評・朝干しプログラム

実 施日時 平成 4年 8月 ¥6日 白隠日 8時 00分 ～ 8時 55分

r~ 回4与"" 各班サイトにて点検後、広場にて、昨日から今朝にか付ての訪評と靭干しを行なう。

ねらい 一日の広初なので、気持ちを引き締めるべく、緊~.［ぜ惑のある依示泊ヲセレモニーをねらう。

【オ吉三日 <T.>五弐ヰ！尖3 8時 00分 8時 25分 各班サイトにて

く

-lJ.. 

〈

-lJ.. 

〈

〉

〉

〉

；本日｝立、芯初版番で点検を行なう、。ただし、割になっても準伽f

! 出来τいない担Iについては、順番に関わらず、後回しにする。

；《内容》

・詰干名l立、~·兵の案内Tサイト内を巡回し、昨日から今朝までの

進歩した点・改善した点、について聞きJ怒平をするe

各FE.、7～ι分くらいで終える＠
また、今訟のアドハイスも同時に行なうe

その旬、H：去と上f:RI立、荏索告書を回収し、足長の位康テェックや

定員の怠~などをするe

〈’ j主 主 7 mIT・アドバイス （副長） . ！＇，~転告書回収・世主支（館長），信該手 （上 FE) 

司会

時的 子、~ ~i ｜担当｜
けUコヲ.；；.す き計＇ 正作r [' i内（;!c司主主の三支

8:30 会長~合 上 r;:;: 。広明ごU許耳石に集合。 （草耳干闘の位置とは異なったlg所に）

②各斑報告吋上.FlI吋隊長

一一一一一

PD式の辞 司会 『昨日から今朝にか付てのZ信平を行なう。』

E品 許 副長 ①各斑ごとに、昨日から今朝にかげての諸評をする。

Qi~高評者は、キャンフヨH 日目の鐙J";戒を隊長lご報告。
→ f以上のjl；な点を評価し、キャンフヲ51日E径3'£ご班を00班に

いたします．」 <Jl roo班全員、前へ1

ill究班表彰 隊長 優秀班主主の径与。

弥栄三唱 司会 romll:、夏季キャンプ第1日目優秀斑おめでとう 5r,栄弥栄弥栄』

8:40 f;l 自土 上 Fl£ 上班l立、m1:1t直ちに、朝fl，（｝）位置にて来合の合図を吹く。

式次第 担当 内容詳細 『 』内は司会者の言葉

官：4-0 全員蒋集合 上班 ①広場（ポール前）にU抑制批集合．

②各班報告司上斑吋隊長

トーー一ーーー一一一－－－ー一一島町一

rm式の辞 司会 『只今から、キャンプ第2日目窃j礼を行なう．』

F人 ’t山a、 司会 ①『全員、その場で肋抱・・・合掌・・・ヰリ手』 ② f解いて…若中百』

国 IJ!［お~
当番班

① f国Ml掲~』→拐得手2名ポール直下へ走り寄り、お掲の準備．

② f全員ポJーのル合図に正→面全』員①敬礼お鍔→手図の』効準備活完頭了にのつ合く図との同f圭時、隊長が
2名 『あげ！ 符に敬礼

をおろす。 ＠『元の位置へ』 →抱渇手は作業を完了し自席へ

ソンク． 隊｛ず 『ソング』 →ソンク’マスターはU時隊JfJ-の前へ出て指揮をとり、

(I＼木） 歌い始める＠それにつづいて全員で斉唱。

｝ー

隊長の話 隊長 『隊長の話』

朝の言~ （末吉） 明の言葉1 →担当者は、U者羽初日立、短めのJ却をする。

ソンク’ 島： イせ 『ソング1 →ソンク．マスターはU字軍基苛知前へ出て樹草をとり、

（量i..,) ~·曲める。それにつづいて全員で斉唱。

さ ~HE. 交代 上 f1£ 『当tfiffiの交代を行なう。昨日の当番Fl£ ヤギュウf1£ 本日の当tfil'1£
ワシ箆全員、古伊＼。 l →上班の前に雨涯が向かい合うように

整列。→敏干し→昨日の当番座々長『当番斑の｛壬ffi」を印説。

→一言、滋励の言葉を!!l1り、本日の当~Fl£々長へ当番庖章を子主主す。
→本臼の当番夜々長「当番磁の任務Jを朗読。→敬礼→自席へ

閉式の E干 司会 『これそもって、キャンプ%2日目朝礼を終わる。・・・・今f主iO>t昔示

今 後 の指示 上班 鮮日l:i主呪対旨示を与える。

8:55 鰐 散

Memorandum 



大スカウツオウンプログラム

笑施日時 平 成 斗 年 g月 lb日 日曜日 8 H寺何分 ～ gn寺5ち分

ね らい
真宗大谷派のスカウツオウンの形式を通じて、本キャンプを考察し、それによって

｛言（ljL心を持つことの大切さを少しでも理解出来るようになるごとをねらう．

ー準備品 各個人で念珠と大谷スカウト手帳を持参する。

時間 式次第 担当 内容詳細 『』内は司会者の言葉

報干しに引き続いて行なう．

9・no 閉式の辞 司会 『只今から、スカウツオウンを行なう。』

讃歌『衆会」 ~師 『讃款衆会』→鶴市はU帯~形の前へ出て合掌し、始めの一旬を
導唱する． 導舗は自席に戻らず、そのf易にいる。

F止 d会也g、 司会 『全員、その場でHゆ百・・・一同合掌』 →脱帽、合掌のままで

三 帰依 導師 『助問、合掌のまま三帰依』→ m:o~去により唱和する．
日目和を終えたら、『合掌を解いて』 →導（＇.ijiは自席へ戻る．

ち由ミいとおきて 『ちかいとおきて昭和』 →当番班々長はU手抜青初前へ出て、

日目 和 班長 スカウトサインをして唱える． f夏~：§：法により唱和する．

法 5百 隊長 『法話』→隊長はU押淵Zの前へ

讃歌 r,\l:，｛~｛J 主主師 『讃款忍箆~｛』→導姉は、その場で始めのー句を導E目。
い－

然 ，ホJ]、 司会 『一同合掌・・・キLt芋・・・解いて・・・着信』
~一司自信白一一－－ーーーー－－

閉式の砕 司会 『これをもって、スカウツオウンを終わる．－・・・今後ゆ指示』

一一一一
今後の指示 上班 解散後の指示を与える．

日：25 角干 n~ 

二コ日1 E 

A 
（勝、）

巴
（咋）

c 
（長）

‘、Jソ
ーJ
’旬開門

、－，，
a
E

‘、

E 
（枝）

沖35回ボーTP牢夏季キヤ／~ゐ

pネ戸口 No.O 後間ク：＇.＇.＿ L;有搾勝九

一 一一

安f£夫コ 司王’ 為的



ょ閉所式プログラム

安純日 U~＇ I平 成今 年 8月 iら日日 Ult日 14時 30分～ ! ctn喜男ち分 H寺l旬 式次第 担当 内容詳細 『 』戸、］は司会者の言葉

内容 キャンプ全体の務評と問所式
弥栄三唱 司会 ①『キャンプ地に感謝の気持ちをとめて弥栄を贈ります。』

②『4泊5日、どうもありがとう弥栄弥栄体栄』

時！日！ 式次 第 rn.当 内 容詳 細 『 』内は司会者の言葉

連盟歌斉 唱 隊付 『述盟事済自日』→ソングマスターは、その混で歌い始める．
12:30 全員集合 上班 ①広場にU字隊形に集合．②各班報告 4 上1庄司隊長 ( i ＼；木） それにつづいて全員で斉唱。 211!まで．

同一一一一
関 式の辞 司会 r只今から、第33回京都38団ボーイスカウト隊夏季キャンプ

｜羽所式；;a-行なう．』
一一一一一一

図版降納 隊イオ ①『国旗降納』→降約手2名ポーJV直下へ走り寄り、降約の準備．

② f全員ポールに正面』 ③ F総司手の準備完了の合図の後、隊長が’
< , I ¥ l 『おろせ！」の合図→全員敬干し→国揺め布年りたら敬干しをおろす．

黙 ~.t司、 司会 ①『全員、その場で応帥百・・・合掌・・・礼拝』 ②『解いて・・・着$U』 ④『元の位置へ』→降納手は、素早く自席に戻り国践をたたむι

ソンク’ 隊｛寸 『ソング』 →ソンク’マスターはU字捻JI~の前へ出て指揮をとり、 閉式の辞 司 会 『ごれをもって、第33囚京都t4';38団ボーイスカウト隊

「光の路」 〈註；日） 歌い始める．それにつづいて全員で斉唱。 2番まで． 夏季キャンプ問所式を終わる。・・・・今｛去の指示．』

一 一一一一一一
総 合諮評 副 長 ①キャンプ全体を返しての全伐論評を行なう． 今後の指 示 上班 島平nri圭の指示を与える。

②論評者L誠意合優秀班を隊長に報告．→ 「以上の様な点を評価し、

m33回夏季キャンプ総合優秀班を00涯にいたします．」 12:55 号E 散

① roo班全員、前へ』

給制思吸表彰 隊長 総合優罰在員の授与．
Memorandum 

弥栄三唱 司会 『0 0班、夏季キャンプ総合優秀注おめでとう弥栄弥栄弥栄』

, ，…賠 司会 F個人優秀賞の発表．呼ばれた者は、返事をして前へ OOFlIο0君』

個人俊秀賞表彰 隊長 隊長l立、ひとこと諮評をして、個人優秀賞を援与。

一一一
弥栄三日目 司会 『0 0君、夏季キャンプ個人優秀賞おめでとう弥栄弥栄弥栄』

一一一一一一
ソンク’ 隊付 『ソング』 →ソンク’マスターはU守宅新火D前へ出て指府をとり、

「旬；喜に寄するl';j'[j ( • ' 1「） ;ixい始める。それにつづいて全員で芳日忌

目一一一一
隊長扶 i3i 隊長 『隊長のあいさつ』

閉会宣言を合む戸、搭。 しかし、i陥整理まて‘キャンプで‘ある。

一一一一一一一一－一
当 t:HlI解 任 隊長 『当番班の解任をおこなう．第5日目当番班ワシ班全員前～』

→当番班lま隊長の前に整列。→当番f:lE意の返還→隊長の言＊

「只今をもって、当番班を解任する．」

/1 ・1' ' ., 
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